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1 生涯

2 エルミート行列とは

正方行列 Aに対して
A∗ = A (1)

となる行列のこと。

例

A =

[
1 1− i

1 + i 3

]
計算

A∗ = tA = t

[
1 1− i

1 + i 3

]
→

[
1 1 + i

1− i 3

]
→

[
1 1− i

1 + i 3

]
(2)

3 五次方程式の解法について

5次方程式の解を構成するためには、まず、次の 3つの事実を知っておかねばならない。

1. 任意の 5 次方程式は代数的操作のみによってブリング-ジェラード (Bring-Jerrard) の標準形に変形で

きる。

2. レベル 5のモジュラー方程式の解が具体的に求められる。

3. それらの解のある特定のコンビネーションが 5次方程式を満足し、ブリングジェラードの標準形と関係

付けることができる。

これらを結合することで 5次方程式の解を構成することができる。

4 まとめ
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五次方程式の解法を楕円関数を用いて、初めて一般的な五次方程式を解くことに成功した。ネイピア数を超

越数であることを証明した。
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